
【意見書の提出について】

今回配布資料

　　・第３次新居浜市男女共同参画計画策定及びスケジュール

　　・第２次新居浜市男女共同参画計画「ともにいきいき新居浜プラン２１」ダイジェスト版

　　・資料　１・・・第２次男女共同参画計画　計画の体系（一覧表）

　　・資料　２・・・第２次男女共同参画計画に関する取組状況及び市民意識調査結果一覧

　　　Ⅰ　男女の人権を尊重する社会づくり

【主要課題】に対する意見

　重要な項目だと思うのでこのままで良い

　男女だけでなく、全ての人がお互いを理解して認め合うという事が強調される文言にできないか

【重点目標】に対する意見

　・2　メディアにおける⇒メディア等を通じた

　LGBTなど性的マイノリティーの方などは重点目標３の分野に入るのか?　　

【推進項目】に対する意見

　・子どもの頃からの啓発ができれば、あらゆる暴力が減少しませんか?

　・配偶者暴力相談支援センターの記載を入れてはどうか

　重点目標２の推進項目の内容が解りづらい印象がある　

今回の意見書については、 ５月２９日（金） までに事務局までご提出いただきますようお願いいたします。

E-mail　　danjo@city.niihama.lg.jp

ＴＥＬ　　６５－１２３３（直通）

ＦＡＸ　　６５－１５６１

【事務局】

新居浜市一宮町一丁目５番１号

新居浜市市民環境部男女共同参画課

・今回お送りしました資料、４月にお送りしました市民意識調査結果等をご覧いた

だきまして、第２次男女共同参画計画に対する評価や第３次策定に向けての提言、

現状や問題点、早急に取り組むべき事項などについてのご意見をお願いいたします。

・それぞれの主要課題、重点目標、推進項目について、どのようなご意見でもお聞

かせ願えればと思います。一言づつでも構いませんのでご記入をお願いいたします。

・メールにて回答をしていただける方につきましては、お手数ですが、男女共同参

画課アドレス（ danjo@city.niihama.lg.jp )までメールにてご連絡をお願いいたしま

す。意見書様式（Excel）をメールにて送信いたします。

・次回審議会では、委員の皆様からのご意見を基に、第３次計画の主要課題・重点

目標・推進項目についての事務局案（たたき台）を提示し、審議していただくこと

となりますので、より多くのご意見をお伺いできればと思っております。お忙しい

事とは存じますが、どうぞよろしくお願いいたします。

意見書記載例



第３次新居浜市男女共同参画計画策定についての意見書

Ⅰ　男女の人権を尊重する社会づくり

【主要課題】に対する意見

・ 「男女の人権」というところで、「男女」を除いても良いのではないか（広い意味でとらえる）

→重点目標のところで明確にされるため

・ そのままでよい

・

・ 主要な項目だと思うのでこのまま継続でよい

・ 「男女の」の表現は外してもよいと思う。

・ 男女の人権の尊重→あらゆる人、あらゆる性別の人、などの選択は可能か。

もし「男女」という言葉を使わなかった場合、主要課題のねらいから外れないかどうかが正直なところ分からない。

【重点目標】に対する意見

・ 重点目標は示された４つで良いと思う

・ 3　性や生命の理解と尊重はイメージしにくいので言葉を変える

・ 4　国際理解、交流の推進がどのように人権を尊重する社会づくりに結びつくかわからない

・ 市民の声をもっと聞いてください

・ 若い人達へのアピールが足りないのでは？

・ 小さい時から養育の積極性を望みます。

・ 子どもの頃からの教育、学習、啓発することが全ての項目にあてはまると思う

・ 男女間における暴力等についての支援策が充実していると思われるので、広報をしっかりとお願いしたい

・ まだまだ問題が多い時代ですので、根絶を目指すべきです

・ 1　「男女間における」という言葉について、これでよいのかどうか迷うところである。

・ 2　「男女の」も同上

・ 4　「国際理解…」を「多様な社会づくりのための国際理解・交流の推進」にしては？

【推進項目】に対する意見

・ このままでよい

・ 3（1）リプロダクティブ・ヘルス/ライツという言葉は聞いたことがない。難しい。

・ 4　先進国の取組を学ぶ

・ ひとり１人の啓蒙啓発を具体的に進めていくこと

・ 年代層に小さく大会を開き、マイペースの多い市民に直接働きかけて改善しないと、言葉のみに終わっている

・ 関心と自覚を育てること

・

・

・ 被害者への相談窓口の支援活動はどのように行われていますか？（相談支援者、相談者人数等）

・

・

・

・ ③「…の向上」となっているが、「メディア・リテラシー教育の充実」などはどうだろうか

・ 外国人のＤＶ被害者支援について、と外国人の人権尊重もどこかへ入れることはできないだろうか

・ (１)「女性への」は、男女平等の観点からも表現する必要はないかと。

現状の改善策を具体的に示し、何をどのように実践するから市民の協力、支援をお願いする・・・等と表現してください（男
性中心の新居浜市です）

重点目標１①「女性への」という言葉を用いる場合、以下全てが女性のことだけという印象を受けるので③にした方がよい
気がする。また、近年男性も女性からDVを受けている。新居浜は女性の被害者支援だけという印象を与えるかもしれな
いので、「あらゆる暴力の防止」とすることも考えてもよいかな、と思う。

重点目標2①文章の内容の意図するところが分かりにくいかな、と思う。取り組み状況によると「メディアの送り手等に対す
る…」とあったので「様々な発信媒体への表現に対する啓発の促進」などとはどうだろうか。

中高生のデートＤＶの出前講座では、ＤＶという言葉はほとんどの生徒が知っているが、詳しい内容は3割程度しか知らな
い。

全ての暴力は絶対にあってはならないことを、成長段階にある中高生にもっと認識してもらえるよう、更なる啓発講座が必
要

児童館において、中学3年生を対象に「命の授業」を年２校で実施しています。乳幼児親子とふれあいを通じて命の大切
さ、育児、感謝などを学んでもらっています。



第３次新居浜市男女共同参画計画策定についての意見書

Ⅱ　男女共同参画の意識づくり

【主要課題】に対する意見

・ 特になし

・ そのままでよい

・ 各団体間を通じて、細かく市民の声を聞き、よい例を紹介して、一致団結して男女が共に動くことが大切

・ Ⅱの項目の意識づくりが一番難しいと思う。

・ 意識付けは大変重要です。

・ 「女性に対する差別や・・・」というところで、「（女性のみならず）あらゆる性別に対する差別や・・・」としてはどうか

・ 重要な項目なので継続でよいと思いますが、「男は仕事、女は家庭」といったくだりは、8割が「そう思わない」

との回答があることから、見直してはどうかと思います。

【重点目標】に対する意見

・ 特になし

・ 2と3の違いは何か

・ 3と4の違いは何か

・ 新型コロナウイルス対策についても、今こそ男女が共に考え、実行していくチャンスと思っています。

・ 市民の声をもっとアピールし、改善を共に実践していくこと。男が外、女は内の昔通りの考え方が多い。

・ 特に１の意識の啓発、また固定的な性別役割分担意識が根強い

・ ２の教育・学習の推進の中で、保育所・幼稚園・学校において、子どもの頃から男女共同参画の意識で学ぶことが大切である

・ 習慣化するので意識的に啓発しなければならない

・ ２.と３.は纏められるのでは。

【推進項目】に対する意見

・ １(２)生活技術習得のための講座等の充実

→

・ ４　生涯学習で何を学ぶかわからない

・ 女性のトップリーダーを育てること。東京の小池都知事が見本です。

・ 広報、啓発活動、講演会等の広報がまだまだのような気がする

・ 昔的な習慣は残りやすいので、啓発活動が必要です

・

・ ２の(1)は１.では？

子育て支援課・保健センターは「特に実施していない」ということなので、年に１～２回でもよいので何かのパンフレット等で
啓発を行うようにすれば良いと思う

幼児期からのトランスジェンダーが見え隠れしているように感じます。例えば男児が女児とだけしか遊べない、ぬりえの選択が異性物
を好む、言葉づかいなど、早期に気付き、対処が必要であると感じます。



第３次新居浜市男女共同参画計画策定についての意見書

Ⅲ　女性の能力が発揮できるまちづくり

【主要課題】に対する意見

・ 特になし

・ そのままでよい

・ 計画だけでなく女性の声を聞く会をもっと実際に作り活動してください

・ 女性の能力がではなく、ひとりひとりの能力が発揮できるまちづくりという文言の方が良いのでは

・ 重要な項目です

・ 重要な項目なので継続でよいと思います。

・

【重点目標】に対する意見

・ 特になし

・ ２の目標は漠然としているのでもっと具体的な内容にすればよい

・ 促進とか推進とか充実とかの言葉だけに終わっている。もっと女性たちの意見を聞いて出来ることから実践すること

・ 新居浜市は工業都市ですので、働く町とも言われ、家族が協力しなければならない自然な家庭環境があります。

しかし、心の気持ちはまだまだです。積極的に女性も男性も意識して、お互いに協力努力したいですね。

【推進項目】に対する意見

・

・ 1（2）数値目標を入れる

・

・ 能力のある女性も多いとは思いますが、まだまだ育児との両立が難しいと感じます。

・ ２.に『男性の家庭への積極的参加を推進』などは必要ないか。

・ ２の➀　「能力活用」を「活躍推進」としてはどうか

・ ４として「男性に対する相互理解のための啓発活動」を加えてはどうか

女性総合センターもカルチャーの会場のようになっているが、どの会でも必ず女性の地位向上の為に女性はどうあるべきかの
意見交換を必ず持ってください。

「女性の政策・・・」を本当は「女性を含むあらゆる性別の人」という意味合いの事を言いたいのだが、みなさんにご相談したい

推進項目→行政の役割・・・女性の参画率50％→令和〇年度は〇％なので、50％を目指す等の具体的数字を示と良いと思う。



第３次新居浜市男女共同参画計画策定についての意見書

Ⅳ　男女がともに働きやすい環境づくり

【主要課題】に対する意見

・ 特になし

・ そのままでよい

・ 良い点、悪い点を常に話し合い、改善できた喜びを皆で味わい、一歩前進の環境づくりを積極的にして欲しい

・ 必要な項目

・ 重要な項目なので継続でよいと思います。

・

【重点目標】に対する意見

・ 特になし

・ 6は必要か

・ 一緒に考え、実行していくムード作りが大切と思っている。口だけ上手にしゃべる人が多すぎ。皆でまず実践することです。

・ このままでよい

・ 重点目標が充実している

・ ５社会変動による労働のあり方（緊急事態宣言）

【推進項目】に対する意見

・

・ 取組内容をもっと市民に周知することをどこかに盛り込む

・

・ このままでよい

・

・

・ 2の②，③について、おおむね達成できているのではないかという気がするので、除いてもよいのではと思う。

・ 4の２「セクシャルハラスメント」をいろいろな種類のハラスメントがあるので、「ハラスメント」としてはどうか

・ 5の④として、男性の育児休業取得の促進→市役所は特にぜひ数値目標を決めてやって欲しい。

・ ５社会変動による労働のあり方（緊急事態宣言）

ワーク・ライフ・バランスが一般的な言葉であるが、「バランス」という言葉が「両立」という言葉と直結するため、これからの時代に
合わせて、変える必要があるかもしれない。

具体的内容の中の「職場体験学習の実施（中学２年生）では、進路指導等の推進において、大きな成果をあげていると思われる。
また今後も継続してほしい。

保育園や幼稚園の無償化が昨年10月より実施され、子育て支援が充実してきている。女性の働き方も多様化してきて様々な問題
が生じていると聞く。市として子育て中の市民の声を聞く場をもっと設けて問題点を拾い上げ、さらなる手厚い施策を期待する。

男性の育児休暇取得率も増えてきていると思いますが、男性自身が育児への不安があると思います。泣いたときのあやし方や年
齢に合った遊ばせ方などは、経験ですが、児童館は指導もできます。

４(4)多様な就労形態や情報通信技術に対応できる労働条件の整備の中で、コロナ対策で重要視されてきたテレワークを多いに活
用してほしい。



第３次新居浜市男女共同参画計画策定についての意見書

Ⅴ　男女共同参画の家庭・地域づくり

【主要課題】に対する意見

・ 特になし

・ そのままでよい

・ 栄養、運動、休養を市民がしっかりと身につけ、まず、健康、そして実践することにあると思っている。

・ 「男女が共に…」を「性別で分けることなくだれもが共に…」としてはどうか。

・

・ 重要な項目なので継続でよいと思います。

【重点目標】に対する意見

・ 特になし

・ ３ 地域防災づくりがはいっているのは違和感がある

・ 思いやり、優しさの人間性を養育すること。計画だおれになっている。新居浜市の良い所をみんなで活かす事が大切と思っている。

・ このままでよい

【推進項目】に対する意見

・ 適応指導教室等は、今後ますます求められる項目であり、重点を置いて充実して頂きたい。

・ 男性の意識改革が必要である

・ 今あいさつが出来ていない。笑顔をもっと育てましょう

・ 性別、世代を越えた地域活動への参加促進ならびに広報の必要性が大切な気がします

・ ３の重点目標に対して、推進項目を2項目にして、具体的な推進項目を作成する

・ 児童館では、児童健全育成を推進するための様々な活動を行っています。親子、幼児、小学生に分けたクラブ活動や、一般来館

として遊びを通じての居場所を利用、季節行事の開催を行っています。

・ ３.具体的な推進はどのように。

・ ３の②として地域防災の場へ「あらゆる世代」の女性が参画できるというような項目をいれてはどうか

「地域生活を両立できる…」を「地域生活の好循環を促すことのできる基盤整備…」または、「地域生活の相乗効果を追求できる基盤整備
…」としてはどうか。



第３次新居浜市男女共同参画計画策定についての意見書

Ⅵ　いきいき暮らせる社会づくり

【主要課題】に対する意見

・ 特になし

・ そのままでよい

・

・ 重要な項目なので継続でよいと思います。

・ すべての男女が、をすべての人がとしてはどうか

【重点目標】に対する意見

・ ２高齢者、母子への保健医療支援→母子だけでなく「父子」も加えてはどうか

・ 新居浜市の現状をもっと具体的に市民に総てについて、アピールしてください。

・ このままでよい

【推進項目】に対する意見

・ 2　介護従事者の養成→保健センター・・・依頼がなく実施していないのなら介護福祉課で一本化、充実させていけば良いと思う。

・

・ このままでよい

・ 3(1）介護従事者の養成の中で、特に男性が参加しやすい介護講座は是非実施していただきたい。

・ 地域防災支援（経済的支援）

・ 1の⑤としてICTを活用した生活の質の向上の追求に関する項目を入れてはどうか。

・ 3の⑤として高齢者や障がいのある人（当事者）が参画した支援計画の推進に関する項目を入れてはどうか。

・ どこにいれたらよいか分からないが、自分の性別に関する悩みを相談できる場、などがあると「いきいき暮らせる」という気がする。

子育て、高齢者、今人生100年時代を元気で生きがいのある人生へと、具体的にみんなでコミュニケーションを取り、実践するのみに考えて
いる。

本当に新居浜市に住んでよかった。住みたいと思っている人はどのくらいいるのですか？その解決策を皆で何時でも考える事が大切である
と思っています。



第３次新居浜市男女共同参画計画策定についての意見書

その他意見

・ 全体として「男女」という呼び方ではなく、人または人類というような呼び方にした方が良いのでは？

・

・ 「男女共同参画計画」ということなので難しいところだが、今の社会を「男女」ということで考えてよいのだろうか、という気持ちがあ
る。だからと言ってそのほかの言葉で代用できないところが多くあり、また、公的な場ではまだまだ「男女」という言葉が一般的なた
め、今回の計画で使われる言葉についてみなさんと話し合いたい。

「女性の暴力」などの文言も、近年では女性だけが暴力を受ける側ではないということもあるので、「男性が」「女性が」と限定すべ
きではないと思う。


